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ブナの森は飯山市内の広い
範囲に分布しています。ブ
ナは雪のなかで芽吹くこと
ができる樹木であり、太古
の昔から豪雪地飯山の大地
に根付いてきました。厳し
い自然に耐え、堂 と々大地
に立つ姿はまさに飯山市の
象徴であり、市のシンボル
にもなっています。

ブナの森

　

　

■作品展示の部
　10月２7日（土）～28日（日）
　飯山市公民館（上倉）
　午前９時～午後８時３０分
　　市内の小中学生が制作した絵画・版画・
　習字などの、飯水児童生徒図工美術・習字
　作品選抜展作品の展示をおこないます。
   どうぞご来場ください。

９：３５
９：４３
１０：０２
１０：１４
１０：２３
１０：３５
１０：５２
１１：１６
１１：４６

　

■舞台発表の部　
　11月３日（文化の日）
　飯山市民会館（城山）
　開場：午前９時　開会：午前９時３０分
　　市内の小中学生と高校生による合唱、
　ダンス、吹奏楽等をお楽しみください。

舞台発表の部 出場予定団体

　
青
少
年
の
芸
術
文
化
活
動
を
発
表
す
る
機
会
を
通
じ

て
、
芸
術
文
化
に
対
す
る
関
心
を
高
め
、
青
少
年
の
健
全

な
育
成
と
市
民
文
化
の
高
揚
を
図
る
目
的
で
、
今
年
度
も

飯
山
市
青
少
年
芸
術
祭
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

（注）発表順や時刻については
　変更になる場合があります。

岡山小学校
城北中学校 吹奏楽部
Mickey
戸狩小学校　音楽クラブ
Ｓｍｉｌｙ
秋津小学校 きらきらげきだん
城南中学校 吹奏楽部
児童劇団仲間「でらこーや」
城南中学校 演劇部

１３：００
１３：３５
１４：０２
１４：１３
１４：３０
１４：４４

泉台小学校６年生
白鳥バレエ学園 飯山教室
笹川太鼓
飯山小学校 ５年生
飯山小学校 ６年生
飯山小学校 合唱隊

午前の部 午後の部

第 ３3 回 　飯山市

青少年芸術祭 

11/24,30

12/15

◆時間：　午前９時～１３時

◆定員：１０名
◆場所：　飯山市公民館

◆受講料：２００円　　　　
◆材料費：４,０００円

スタビライゼーションとは、リハビリ体操
から派生した新エクササイズです。身体
の中心部･胴体を鍛えることが出来るの
で、骨格のバランスが整い、しなやかな
筋肉がつくため、引き締め効果は抜群
です！

日本の方に知ってもらいたい自国の文化
や風習などをアメリカ･中国･韓国の３ヵ国
の国際交流員の方々が楽しく教えて下
さいます。この機会に、文化交流を深め
てみませんか？外国の文化に興味をお
持ちの方、ぜひお待ちしております。

第１回 11月２４日(土）
第２回 11月３０日(金）
第３回１２月１５日(土）
　午後１時３０分～３時
　※第２回のみ、
　午後７時～８時３０分

（全３回）

　１１月１５日・２２日･
　２９日　　各木曜日

午後７時～８時３０分

専用の消しゴムに好きな図柄を彫り、
はんこを作ります。初回は、彫り方
の練習。２回目は、彫った消しゴム
はんこで、オリジナルの年賀状を作
ります。初心者でも安心です！！

１１月２５日(日)
１２月　８日(土)

ガラスでオリジナル作品を作ってみましょ
う。とんぼ玉づくり、サンドブラストガラ
スの表面に砂を吹き付けて彫刻するガラ
ス工芸、ステンドグラスの３種類の技
法で作ります。初めての方でも安心です。午後７時～９時３０分

持ち物

初めてさんも慣れっこさんも楽しめ
る！かぎ針あみ物講座です。ミニス「
ヌード＆つば付き毛糸の帽子を編み
ます。

女性センター
未来 １５名 ・　かぎ針　午後１時３０分

　　　　　～３時３０分

 １１月１５日・２２日
 １２月１３日　各木曜日

受講料
材料費

３０名

１０名

受講料
400円
材料費
2,500円

・　筆記用具
・インクを使用

　するため、汚れ

　ても良い格好で

　おこしください。

・　タオル
・　飲み物
・
　　しやすい服装

　身体を動か

受講料
600円

２０名

受講料
1,000円
材料費
6,000円

・　カッター
・　はさみ
・　油性の細ペン

教室名・講師 内 容 日 時

受講料
600円
材料費
3,500円

(全３回）

場 所 定員

　午後１時３０分
　　　　　～３時３０分

１１月２７日･１２月４日･
１８日･１月１１日･１８日

火曜日または金曜日

飯山市
公民館
２０６教室

飯山市
公民館
団体室

（全３回）

女性センター
未来

交流ルーム

（全５回）

（全２回）

クリスマスに合わせて、手作りの彫金ネックレスを作ってみません
か？大切な人に、心を込めたプレゼントを贈りましょう。初心者で
も安心です。伝統工芸士の鷲森敏男先生が指導してくださいま
す。

飯山市
公民館
講堂

３０名

受講料
800円
材料費
500円

３０名
受講料
600円

女性センター
未来

飯山市公民館

講堂

・　筆記用具

・　タオル
・　筆記用具

ボケを防ぎ、美しくスマートになる
スポーツ吹き矢による《呼吸健康法》
スポーツ吹き矢で腹式呼吸法を学
び、同時に健康に関しての知識を学
びましょう。

１１月２６日、１２月３日
１０日･１７日　各月曜日

（全４回）

　午後６時３０分
　　　　　～８時３０分

《お問い合せ･お申し込み》
　〒389-2253
　飯山市大字飯山1436番地の1

　　飯山市公民館
 　TEL62-3342/ FAX62-5940

対象

＊お申込みいただいた方には、
後日詳しいご案内をお送りしま
す。
＊受講料・材料費は、初回にお支
払いいただき、その後の返金はで
きませんのでご了承ください。

※写真はイメージです。



　

ふ
る
さ
と
館
で
は
、
石
う
す

を
使
っ
た
き
な
こ
作
り
や
洗
濯

板
で
の
洗
濯
、
は
た
お
り
、
縄

文
の
火
起
こ
し
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
体
験
メ
ニ
ュ
ー
を
用
意
し
て
い

ま
す
。

　

学
校
だ
け
で
な
く
、
子
ど
も

会
や
親
子
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
な
ど

地
域
の
行
事
等
に
も
対
応
し
ま

す
。
出
張
の
講
座
に
も
ご
相
談

に
応
じ
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

・
問
い
合
わ
せ
先　

ふ
る
さ
と
館
☎
67
２
０
３
０
ま
で
。
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飯
山
市
美
術
館
で
は
、
美
術

館
開
館
15
周
年
記
念
展
『
北

信
濃
逍
遥
の
画
家
た
ち
〜
生
き

る
こ
と 

描
く
こ
と
〜
』
を
開
催

し
て
い
ま
す
。

こ
の
企
画
展
で
は
、
市
内
の

７
人
の
画
家
、
岩
上
隆
静
、
岡

田
千
春
、
川
口
昇
、
駒
村
久
彌
、

田
中
渉
、
松
澤
芳
宏
、
吉
越
窿

『
内
山
紙
の
魅
力

　
〜
雪
と
水
に
は
ぐ
く
ま
れ
て
〜
』

『
北
信
濃
逍
遥
の
画
家
た
ち

　
　
　
　
　
　

〜
生
き
る
こ
と 

描
く
こ
と
〜
』

美
術
館
企
画
展 

開
催
中 

※
11
月
4
日
ま
で

人 権
学習シリーズ

「
挨
拶
は
人
と
人
と
を
つ
な
ぐ
第
一
歩
」

        

あ
き
は
保
育
園　

園
長　

梨
元　

和
子

　
「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
」
私

の
横
を
通
っ
た
見
知
ら
ぬ
自
転

車
の
少
年
か
ら
声
が
し
た
。

　

中
・
高
校
生
く
ら
い
に
な
る

と
、
黙
っ
て
通
り
す
ぎ
る
の
が

あ
た
り
ま
え
と
思
っ
て
い
た
私

は
ち
ょ
っ
と
び
っ
く
り
し
、
あ

わ
て
て
「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま

す
」
と
少
年
の
背
中
に
返
し
た
。

同
時
に
「
わ
あ　

す
ご
ー
い
、

誰
に
で
も
挨
拶
で
き
る
子
が
い

る
ん
だ
」
と
、
と
て
も
さ
わ
や

か
な
気
持
ち
に
な
っ
た
。

　

誰
に
で
も
挨
拶
を
し
た
ほ
う

が
よ
い
こ
と
は
わ
か
っ
て
い
て

も
、
恥
ず
か
し
か
っ
た
り
、
勇

気
が
で
な
か
っ
た
り
し
て
言
え

な
い
経
験
が
あ
る
私
に
は
、
ど

う
し
た
ら
こ
の
少
年
の
よ
う
に

挨
拶
が
で
き
る
子
に
育
つ
の
か
、

考
え
る
き
っ
か
け
に
な
り
、
子

ど
も
達
に
も
こ
の
少
年
の
よ
う

に
誰
に
で
も
挨
拶
が
で
き
る
子

に
育
っ
て
ほ
し
い
と
思
っ
た
。

　

あ
る
日
、
保
育
園
の
花
壇
で

子
ど
も
た
ち
と
水
く
れ
を
し
て

い
た
時
、
通
り
か
か
っ
た
人
に

保
育
士
が
「
こ
ん
に
ち
は
」
と

挨
拶
す
る
と
、
子
ど
も
達
も
続

い
て
「
こ
ん
に
ち
は
」
と
大
き

な
声
で
い
う
。
道
行
く
人
も
に

こ
や
か
に
「
こ
ん
に
ち
は　

お

花
に
水
や
っ
て
る
ん
だ
ね　

楽

し
そ
う
だ
ね
。」「
は
ー
い
」
楽

し
い
会
話
が
う
ま
れ
る
。

　

ま
た
、
散
歩
に
出
か
け
た
先

で
出
会
っ
た
人
に
子
ど
も
た
ち

が
挨
拶
す
る
と
「
ど
こ
ま
で
い

く
の
？
気
を
つ
け
て
ね
」
と
子

ど
も
達
に
温
か
い
言
葉
を
か
け

て
く
だ
さ
る
。
そ
ん
な
出
来
事

の
繰
り
返
し
が
子
ど
も
達
の
心

の
栄
養
に
な
る
の
で
は
な
い
か

と
思
う
。

　

子
ど
も
た
ち
が
自
然
に
挨
拶

が
で
き
る
よ
う
に
、
保
育
士
も

心
が
け
、
ま
だ
う
ま
く
話
せ
な

い
小
さ
な
子
に
は
保
育
士
が
積

極
的
に
「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま

す
」「
さ
よ
う
な
ら
」
な
ど
と

声
を
か
け
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

子
ど
も
か
ら
挨
拶
が
で
き
た
時

に
は
元
気
に
挨
拶
が
で
き
た
こ

と
を
認
め
、
保
育
士
も
挨
拶
を

返
し
て
い
る
。
挨
拶
は
人
と
人

と
を
つ
な
ぐ
第
一
歩
と
と
ら
え
、

大
切
に
し
て
い
き
た
い
と
思
う
。

期　
間　
　

　

平
成
24
年
11
月
25
日
㈰
ま
で

場　
所

　
飯
山
市
ふ
る
さ
と
館　

　
　
企
画
展
示
室
及
び
学
習
室

開
館
時
間

　

午
前
９
時
〜
午
後
６
時　
　

　
（
入
館
は
午
後
５
時
半
ま
で
）

休
館
日

　
毎
週
月
曜
日

　
　
（
祝
日
の
場
合
は
翌
日
）

入
館
料　

　
大
人
２
０
０
円　

　
小
・
中
学
生
１
０
０
円

　
※
市
内
の
小
中
学
生
は
無
料

　

ぬ
く
も
り
あ
ふ
れ
る
内

山
紙
の
魅
力
を
紹
介
し
て

い
ま
す
。

　
皆
様
で
ぜ
ひ
、
ご
鑑
賞
く

だ
さ
い
。

ふ
る
さ
と
館
秋
季
企
画
展

　
　
　
　
　
　
　
　
開
催
中

奈良国立博物館長
講 師　湯山 賢一　氏

日　時：１１月２４日㈯　
　　  　１3時～１4時３０分
場　所：飯山市公民館講堂
                      （入場無料）

ふるさと館　秋季企画展特別講座　

『和紙の歴史』
　

〈お問い合わせ先〉ふるさと館☎ 67-2030　

師
の
各
氏
の
洋
画
・
日
本
画
作

品
約
70
点
を
展
示
紹
介
し
て
い

ま
す
。

企
画
展
初
日
の
９
月
８
日
に

は
開
会
式
を
行
い
、
出
品
者
を

代
表
し
て
あ
い
さ
つ
に
立
っ
た

岩
上
隆
静
さ
ん
は
、「
飯
山
に
は
、

幕
末
の
三
舟
を
惹
き
つ
け
た
よ

う
に
芸
術
を
育
む
伝
統
的
な
風

土
が
あ
る
。
こ
の
地
域
の
美
し

さ
と
と
も
に
大
変
誇
ら
し
い
こ

と
」
と
述
べ
、
飯
山
の
地
で
絵

画
制
作
に
取
り
組
め
る
喜
び
を

実
感
し
て
い
る
よ
う
で
し
た
。

ま
た
、
出
品
者
代
表
の
駒
村

久
彌
さ
ん
を
含
め
来
賓
・
主
催

者
に
よ
る
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
を
行

い
、
参
列
し
た
関
係
者
と
と
も
に

企
画
展
の
開
会
を
祝
い
ま
し
た
。

長
年
、
北
信
濃
地
方
を
拠
点

と
し
て
制
作
活
動
を
展
開
し
て

き
た
画
家
た
ち
の
作
品
の
数
々

を
ど
う
ぞ
ご
鑑
賞
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
、広
報
裏
表
紙
の
「
美

術
館
情
報
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

△開会式に参列した出品者の皆さん
（左から田中渉さん、岩上隆静さん、川口昇さん、駒村久彌さん、
吉越窿師さん、松澤芳宏さん、故岡田千春さん代理の岡田春夫さん。）

ふ
る
さ
と
館
へ
市
内
外
の
小
学
校
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぞ
く
ぞ
く
体
験
学
習
に
！

　

ふ
る
さ
と
館
に
は
今
年
も
た

く
さ
ん
の
小
学
生
の
み
な
さ
ん
が

見
学
や
体
験
に
み
え
て
い
ま
す
。

　
６
〜
９
月
の
間
で
、
飯
山
市

内
よ
り
３
団
体
、
長
野
市
か
ら

３
校
、
中
野
市
か
ら
１
校
、
合

計
４
０
０
人
近
い
子
供
た
ち
が

体
験
に
訪
れ
ま
し
た
。

　
10
月
以
降
も
市
内
外
か
ら
多

数
の
体
験
の
予
約
を
頂
い
て
い

ま
す
。

〔プロフィール〕
　専門は古文書学、日本中世史。日本古文
書学会会長。
　編著書に『日本の美術　第500号　天皇
の書』（至文堂、平成20年）、『文化財と古
文書学－筆跡論－』（勉誠出版、平成21年）等。
　近年は古代・中世を中心に、古文書・典
籍の料紙や形態等に関する研究論文も多数
発表されています。

ふるさと館の市民学芸員さんがていねいに手ほどき。洗濯板はこう使うんだよ。

石うすはさすがに重い！

　奈良時代から近世までの和
紙について、奥深く、わかり
やすく語っていただきます。



◇
飯
山
地
区
敬
老
会

　
　
　
　
〜
皆
元
気
は
つ
ら
つ
〜

　

飯
山
地
区
敬
老
会
が
９
月
９
日

㈰
飯
山
小
学
校
ラ
ン
チ
ル
ー
ム
で

地
区
内
の
お
年
寄
り
１
４
４
名
を

迎
え
、盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
主
催
者
、
来
賓
の

方
々
か
ら
の
御
祝
い
の
言
葉
、
飯

山
小
学
校
６
年
生
の
佐
藤
亮
太

君
・
佐
藤
侑
紀
さ
ん
か
ら
作
文
の

朗
読
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

祝
宴
で
は
、
懐
か
し
い
方
々
に

お
会
い
し
た
り
、
に
ぎ
や
か
に
歓

ろ
り
亭
」
の
皆
様
に
よ
る
歌
や
手

品
、
紙
芝
居
と
い
っ
た
バ
ラ
エ
テ

ィ
豊
か
な
出
し
物
を
ご
披
露
い
た

だ
き
、
会
場
は
大
い
に
盛
り
上
が

り
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
ど
う
ぞ
い
つ
ま
で

も
お
元
気
で
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

◇
外
様
地
区
文
化
祭

  

今
年
は
10
月
20
㈯
に
前
夜
祭
、

21
㈰
に
文
化
祭
を
開
催
し
ま
す
。

前
夜
祭
で
は
各
種
出
し
物
を
お
楽

し
み
い
た
だ
き
、
文
化
祭
で
は
お

楽
し
み
抽
選
会
な
ど
も
企
画
し
て

い
ま
す
。
お
誘
い
あ
わ
せ
の
う
え

ぜ
ひ
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

◇
常
盤
地
区
戦
没
者
並
び
に
満
州

開
拓
犠
牲
者
追
悼
法
要　

　

９
月
12
日
㈬
戸
狩
の
光
明
寺

で
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
一
同
、
過
去
の
戦
争
や

不
遇
な
時
代
を
風
化
さ
せ
る
こ
と

な
く
後
世
に
語
り
継
ぎ
、
現
代
に

於
い
て
も
原
発
や
自
然
災
害
な
ど

様
々
な
問
題
に
向
か
い
合
い
、
恒

久
平
和
を
実
現
す
る
事
を
誓
い
合

い
ま
し
た
。

◇
常
盤
地
区
敬
老
会

　
９
月
17
日
（
月
・
祝
）
常
盤
公

民
館
で
１
０
５
名
の
出
席
者
の
下
、

本
年
度
の
常
盤
地
区
敬
老
会
を
開

催
し
ま
し
た
。
今
年
の
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
は
、
大
木
館
長
の
友
人
の

上
倉
マ
ジ
シ
ャ
ン
に
お
願
い
し
ま

し
た
。
お
札
マ
ジ
ッ
ク
、
カ
ー
ド

マ
ジ
ッ
ク
な
ど
、
30
分
ほ
ど
の
マ

ジ
ッ
ク
で
し
た
。
最
後
の
縄
マ
ジ

ッ
ク
で
は
大
き
な
歓
声
が
あ
が
り

ま
し
た
。
普
段
見
ら
れ
な
い
マ
ジ

ッ
ク
を
間
近
に
し
、
と
て
も
喜
ん

で
見
入
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

◇
常
盤
地
区
文
化
祭

　

11
月
11
日
㈰
に
開
催
し
ま
す
。

各
種
展
示
や
駅
伝
大
会
な
ど
、
多

く
の
イ
ベ
ン
ト
を
計
画
し
て
い
ま

す
。
な
お
、
只
今
出
品
作
品
等
を

募
集
中
で
す
の
で
、
ど
し
ど
し
ご

応
募
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
常
盤
小
学
校
で
は
常
盤

少
年
剣
道
大
会
、
JA
西
部
支
所

の
常
盤
み
ゆ
き
祭
も
同
時
開
催
で

す
の
で
、
皆
さ
ま
お
誘
い
の
う
え
、

是
非
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

◇
太
田
地
区
敬
老
会
及
び
合
同
金
婚
式

　
９
月
19
日
㈬
ト
ピ
ア
ホ
ー
ル
で

太
田
地
区
敬
老
会
及
び
合
同
金

婚
式
を
開
催
し
ま
し
た
。
75
歳
以

上
の
方
１
３
３
名
参
加
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
昭
和
37
年
に
ご
結
婚
さ

れ
た
方
６
組
中
５
組
が
金
婚
式
に

出
席
さ
れ
ま
し
た
。

◇
太
田
地
区
文
化
祭

　

10
月
28
日
㈰
太
田
地
区
文
化

祭
が
今
年
も
昨
年
同
様
、
戸
狩
ス

キ
ー
場
周
辺
に
て
、「
戸
狩
と
ん

ト
レ
駅
伝
」
と
一
緒
に
開
催
さ
れ

ま
す
。
ぜ
ひ
お
出
掛
け
く
だ
さ
い
。

　                                  
 　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

舞
踊
を
披
露
し
て
い
た
だ
き
、
楽

し
い
時
間
を
す
ご
し
ま
し
た
。

◇
と
み
く
ら
新
そ
ば
ま
つ
り

　

11
月
11
日
㈰
に
恒
例
の
「
と
み

く
ら
新
そ
ば
ま
つ
り
」
が
開
催
さ

れ
ま
す
。新
そ
ば
や
野
菜
の
販
売
、

利
き
そ
ば
大
会
、
そ
ば
打
ち
実
演

な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
も
行
な
わ
れ
ま

す
。
ど
う
ぞ
今
年
の
新
そ
ば
を
味

わ
い
に
富
倉
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

◇
外
様
地
区
敬
老
祝
賀
会

 　
９
月
23
日
㈰
、
外
様
地
区
社

会
福
祉
協
議
会
と
外
様
公
民
館

の
共
催
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
年
の
対
象
者
（
平
成
25
年

３
月
31
日
現
在
で
75
歳
以
上
の

方
）
は
２
３
４
名
。
そ
の
う
ち
約

60
人
の
方
々
に
ご
出
席
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
「
い

◇
柳
原
地
区
敬
老
会

　

９
月
16
日
㈰
大
川
会
場
、
17

日
（
敬
老
の
日
）
柳
原
地
区
活
性

化
セ
ン
タ
ー
会
場
に
お
い
て
敬
老

会
を
開
催
し
、
両
会
場
合
わ
せ
て

１
０
０
名
を
越
え
る
敬
老
者
を
お

迎
え
し
ま
し
た
。
和
や
か
な
雰
囲

気
の
な
か
、
心
に
残
る
ひ
と
と
き

を
過
ご
さ
れ
ま
し
た
。

◇
柳
原
地
区
文
化
祭
・
地
区
駅
伝
大
会

　

日
時　

10
月
28
日
㈰
に
開
催

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

◇
富
倉
地
区
敬
老
会

　

９
月
23
日
㈰
に
富
倉
地
区
敬

老
会
が
開
催
さ
れ
、
28
名
に
参
加

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
「
舞
踊

同
好
会
」
の
皆
さ
ん
に
よ
る
日
本

談
す
る
中
、
余
興
で
ハ
イ
ビ
ス
カ

ス
＆
ア
ロ
ハ
ス
マ
イ
ル
の
フ
ラ
ダ
ン

ス
を
見
て
、
コ
ー
ロ
・
カ
メ
リ
ア

さ
ん
の
合
唱
聴
き
楽
し
い
時
間
を

過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
余

興
の
最
後
に
、
会
場
に
お
ら
れ
る

全
員
で｢

信
濃
の
国｣

を
歌
い
敬

老
の
日
を
祝
い
な
が
ら
時
を
す
ご

し
ま
し
た
。
当
日
は
暑
い
中
で
し

た
が
、
敬
老
会
も
熱
く
盛
り
上
が

り
ま
し
た
。

◇
秋
津
地
区
敬
老
会　

　
９
月
17
日
（
月
・
祝
）
に
秋
津

公
民
館
で
75
歳
以
上
の
敬
老
者
を

お
招
き
し
て
開
催
し
ま
し
た
。

　
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
秋
津
小

学
校
２
年
生
の
音
楽
や
俳
句
、
作

文
の
発
表
。
ま
た
、
地
区
内
の
方

の
サ
ー
ク
ル
に
よ
る
舞
踊
の
披
露

等
、
盛
り
だ
く
さ
ん
の
内
容
で
お

楽
し
み
い
た
だ
き
ま
し
た
。
当
日

は
大
変
暑
い
中
で
し
た
が
、
皆
さ

ん「
は
つ
ら
つ
」と
し
て
い
ま
し
た
。

◇
秋
津
地
区
文
化
祭

　

10
月
28
日
㈰
午
前
９
時
よ
り

開
催
し
ま
す
。「
趣
味
の
作
品
展
」

や
「
ふ
れ
あ
い
音
楽
祭
」
の
ほ
か
、

う
ど
ん
・
綿
あ
め
・
く
じ
引
き

等
の
出
店
も
予
定
し
て
い
ま
す
の

で
、
み
な
さ
ん
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ

さ
い
。
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

◇
木
島
地
区
敬
老
会

　

９
月
17
日
（
月
・
祝
）、
木
島

公
民
館
に
て
77
歳
以
上
の
敬
老
者

及
び
関
係
者
約
１
３
０
名
が
集
ま

り
、
楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご
し
ま

し
た
。
ま
た
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で

は
、
木
島
小
学
校
３
年
生
に
よ
る

合
唱
、
サ
ー
ク
ル
に
よ
る
童
謡
唱

歌
や
民
踊
を
披
露
し
て
い
た
だ
き
、

心
も
身
も
ほ
ぐ
さ
れ
た
様
子
で
し

た
。
来
年
も
お
会
い
し
ま
し
ょ
う
。

◇
第
49
回
木
島
地
区
文
化
祭

　

10
月
20
日
㈯
・
21
日
㈰
午
前

９
時
〜
午
後
５
時
（
21
日
は
午
後

３
時
）
木
島
公
民
館
に
て
開
催
。

美
術
作
品
展
、
昭
和
57
年
水
害

写
真
パ
ネ
ル
展
、
坂
井
芋
の
種
芋

品
評
会
な
ど
計
画
し
て
い
ま
す
。

◇
第
45
回
地
区
１
周
駅
伝
大
会

　

10
月
21
日
㈰
午
前
９
時
10
分
に

山
岸
公
会
堂
を
ス
タ
ー
ト
、
地
区

内
を
１
周
し
て
ゴ
ー
ル
の
木
島
小

学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
目
指
し
ま
す
。

　

地
区
の
皆
様
方
、
沿
道
で
の
ご

声
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

◇
「
携
帯
電
話
に
よ
る
ト
ラ
ブ

ル
と
そ
の
防
止
」
講
演
会

　

10
月
26
日
㈮
午
後
７
時
〜
木
島

公
民
館
に
て
開
催
。
携
帯
電
話
や

ネ
ッ
ト
の
ト
ラ
ブ
ル
被
害
が
後
を

絶
ち
ま
せ
ん
。
ネ
ッ
ト
社
会
の
現

状
を
認
識
し
、
安
心
し
て
使
え
る

正
し
い
使
用
法
を
学
び
ま
し
ょ
う
。

◇
「
昭
和
57
年
の
水
害
を
語
り

継
ぐ
集
い
」

　

10
月
27
日
㈯
午
後
７
時
〜
木

島
公
民
館
に
て
開
催
。
当
時
の

体
験
談
や
講
演
「
今
よ
り
安
心

し
て
住
め
る
ふ
る
さ
と
を
子
孫
に

残
す
た
め
に
」
を
予
定
し
て
い
ま

す
。
今
年
で
あ
の
大
被
害
を
も
た

ら
し
た
水
害
か
ら
30
年
が
経
ち
ま

す
が
、
私
た
ち
は
そ
の
悲
惨
な
体

験
を
風
化
さ
せ
な
い
た
め
に
も
、

大
勢
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

◇
棚
田
の
カ
カ
シ

　
カ
カ
シ
で
飯
山
を
PR
し
よ
う
と

一
昨
年
よ
り
各
地
区
の
公
民
館
で

取
り
組
ん
で
い
る
カ
カ
シ
祭
、
瑞

穂
公
民
館
で
は
、
新
た
に
２
体
を

作
成
し
て
、
計
６
体
の
カ
カ
シ
を
、

福
島
の
棚
田
に
立
て
ま
し
た
。

 

カ
カ
シ
と
棚
田
の
織
り
な
す
素

晴
ら
し
い
風
景
を
ご
覧
に
足
を
運

ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。

◇
瑞
穂
地
区
文
化
祭
＆
駅
伝
大

会
に
つ
い
て　

　

10
月
28
日
㈰
瑞
穂
公
民
館
で
開

催
し
ま
す
。
地
区
駅
伝
大
会
、
作

品
展
示
、
売
店
や
バ
ザ
ー
な
ど
盛

り
だ
く
さ
ん
の
内
容
で
皆
様
の
お

越
し
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
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飯

山

秋

津

瑞

穂

外

様

常

盤

富

倉

太

田

柳

原

木

島

舞踊同好会のみなさんの華麗な演技

マジックに見入る！

みなさんの健康にバンザイ！ 「はつらつ」と楽しい時間となりました。

懐かしい話題に花がさきました。

アトラクションを楽しみました。

金婚式おめでとうございます

素晴らしい日本の原風景が観られます。

楽しい時間を過ごしました。



35  総合学習センターだより / 12.10 34

開館時間と休館日
＜開館時間＞  火～金9：30～18：00
　　　　　  土・日9：30～17：00
 ＜定 休 日＞   月曜日・祝祭日・年末年始

◇ 図書館カレンダー ◇

の日は休館です。

図書館
ニュース

11/１ 木
２ 金 移動図書館車④コース
３ 土 祝日休館（文化の日）
４ 日 10:30～おはなしひろば
５ 月 月曜休館
６ 火
７ 水 移動図書館車①コース
８ 木 10:30～絵本とわらべうたの会
９ 金 移動図書館車②コース
10 土
11 日 10:00～ブックスタート
12 月 月曜休館
13 火
14 水 移動図書館車③コース
15 木 10:30～絵本とわらべうたの会
16 金 移動図書館車④コース
17 土
18 日 10:30～おはなしひろば
19 月 月曜休館
20 火
21 水 移動図書館車①コース
22 木 10:30～絵本とわらべうたの会
23 金 祝日休館（勤労感謝の日）
24 土
25 日 10:30～おはなしひろば
26 月 月曜休館
27 火
28 水 移動図書館車③コース
29 木 10:30～絵本とわらべうたの会
30 金 移動図書館車④コース

らいぶらりいブックレビュー
こんなのもあります

旬の本・話題の本・意外な本

よ
み
も
の

老
い
を
愉
し
む
習
慣
術

お
も
か
げ
復
元
師
の
震
災
絵
日
記

神
輿
大
全

森
恵
美
子
の
ア
イ
デ
ア
リ
メ
イ
ク

や
さ
し
い
花
の
水
引
ア
ー
ト

手
織
り
大
全

食
を
考
え
る

孫
を100

倍
か
わ
い
く
撮
る

陶
芸
・
練
込
模
様
25
種
で
つ
く
る
器

五
十
歳
で
も
老
人
八
十
歳
で
も
青
年

未
完
の
贈
り
物

漢
詩
と
名
蹟

W
ord

で
お
絵
か
き

保
坂

 

隆

笹
原 

留
似
子

宮
本 

卯
之
助

森 

恵
美
子

梶

 

政
華

箕
輪 

直
子

佐
藤 

洋
一
郎

G
O
T
O
 A
K
I

室
伏 

英
治

森
村 

誠
一

倉
本 

美
香

鷲
野 

正
明

古
賀

 

昭

生
活
・
社
会
・
趣
味

自
然
木
が
面
白
い
小
枝
で
印
づ
く
り

　
　
著
者　
伊
藤
睦
子

　
　
発
行　
㈱
日
貿
出
版
社

　身近かにある自然の木の枝や竹
の根を材料に、楽しく使えるハン
コを彫ってみませんか。消しゴム
ハンコとはまた違った味のある、
世界にひとつしかない楽しい小枝
の遊び印。お正月までもうちょっと。
枝選びから楽しんで♪

毎
週
木
曜
日
午
前
10
時
30
分

か
ら
2
階
の
絵
本
室
で
、
わ
ら
べ

う
た
な
ど
の
読
み
聞
か
せ
の
会
を

開
催
し
て
い
ま
す
。
10
月
4
日

の
会
に
は
16
組
の
親
子
に
ご
参

加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
10
回
ご
参
加
い
た
だ
い

た
親
子
に
図
書
館
特
製
の
ミ
ニ
ア

ル
バ
ム
を
贈
呈
し
て
い
ま
す
。
事

前
の
申
し
込
み
は
必
要
あ
り
ま

せ
ん
の
で
大
勢
の
ご
参
加
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

　

図
書
館
で
は
、
昭
和
12
年
9

月
25
日
発
行
の
「
富
倉
郷
土
誌
」

を
探
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
複
写
し
た
資
料
1
冊

を
所
蔵
し
て
い
ま
す
が
、
郷
土
誌

の
原
本
が
無
い
た
め
市
民
の
皆
さ

ま
で
寄
贈
が
可
能
な
方
が
お
ら
れ

ま
し
た
ら
、
図
書
館
ま
で
ご
連
絡

　

ふ
る
さ
と
館
の
秋
季
企
画
展

「
内
山
紙
の
魅
力
」
に
あ
わ
せ
、

図
書
館
2
階
の
閲
覧
室
入
口
に

和
紙
に
関
す
る
書
籍
の
特
設
コ
ー

ナ
ー
を
設
け
て
い
ま
す
。

　

和
紙
を
使
っ
た
ラ
ン
プ
シ
エ
ー

ド
や
手
漉
和
紙
の
技
法
、
折
紙
、

ち
ぎ
り
絵
等
の
書
籍
を
揃
え
て
あ

り
、
貸
出
が
出
来
ま
す
。

「
富
倉
郷
土
誌
」
寄
贈
の
お
願
い

絵
本
と
わ
ら

べ
う
た
の
会

特
設
展
示
「
和
紙
の
コ
ー
ナ
ー
」

ま
た
、
図
書
館
で
は
、
常
設
と

し
て
紙
資
料
コ
ー
ナ
ー
を
閲
覧
室

奥
に
設
け
て
い
ま
す
。

飯
山
市
の
伝
統
的
工
芸
品
『
内

山
紙
』
に
ち
な
み
、
紙(

和
紙)

に
関
す
る
資
料
を
所
蔵
し
て
い
ま

す
。紙

の
歴
史
、
文
化
、
科
学
か
ら

随
筆
ま
で
さ
ま
ざ
ま
な
資
料
を
取

り
揃
え
て
い
ま
す
の
で
是
非
一
度

ご
覧
く
だ
さ
い
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
が
で
き
ま
す

　

図
書
館
に
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

閲
覧
用
と
し
て
パ
ソ
コ
ン
が
3
台

あ
り
、
学
習
の
た
め
に
情
報
を
得

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

利
用
時
間
は
１
日
１
回
30
分

以
内
で
、
次
に
利
用
す
る
方
が
い

な
い
場
合
は
1
回
の
み
延
長
で
き

ま
す
。

利
用
は
閲
覧
の
み
で
、
電
子
メ

ー
ル
の
送
受
信
や
ゲ
ー
ム
、
公
序

良
俗
に
反
す
る
サ
イ
ト
へ
の
接
続

は
禁
止
と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

印
刷
は
で
き
ま
せ
ん
。

３
階
の
学
習
室
等
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　

図
書
館
の
3
階
に
学
習
室
と

多
目
的
室
が
あ
り
ま
す
。

学
習
室
は
教
室
タ
イ
プ
で
、
高

校
生
ま
で
の
学
生
用
と
し
て
席
指

定
で
42
名
ま
で
ご
利
用
い
た
だ
け

ま
す
。

土
曜
日
・
日
曜
日
や
、
特
に
学

校
が
夏
休
み
等
の
際
に
は
多
く
の

学
生
で
利
用
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

多
目
的
室
は
一
般
の
大
人
用
と

し
て
52
名
ま
で
利
用
可
能
で
す
。

利
用
者
か
ら
の
話
を
お
聞
き
し

ま
す
と
、
仕
事
で
の
調
べ
も
の
に

利
用
さ
れ
た
り
、
帰
郷
し
て
い
る

大
学
生
が
利
用
さ
れ
た
り
し
て
い

ま
す
。
こ
ち
ら
は
席
指
定
あ
り
ま

せ
ん
。

ル
パ
ン
、
最
後
の
恋

ロ
ス
ジ
ェ
ネ
の
逆
襲

ケ
ル
ベ
ロ
ス
の
肖
像

傷
だ
ら
け
の
果
実

ノ
エ
ル

わ
が
母
の
記

巨
勢
入
道
河
童
平
清
盛

モ
ー
リ
ス　
ル
ブ
ラ
ン

池
井
戸 

潤

海
堂

 

尊

新
堂 

冬
樹

道
尾 

秀
介

井
上

 

靖

童
門 

冬
二

３階の学習室

３階の多目的室

新 着 図 書 案 内
和
風
ラ
ッ
ピ
ン
グ
・
レ
ッ
ス
ン

和
紙
の
里
探
訪
記

和
紙
つ
れ
づ
れ
草

和
紙
で
つ
く
る
く
る
み
絵
人
形

和
紙
ち
ぎ
り
絵

和
紙
の
ラ
ン
プ
シ
ェ
ー
ド

和
紙
の
絵
本

手
漉
き
和
紙

他

長
谷

 

恵

菊
地  

正
浩

町
田　

誠
之

沖
原  

と
し
子

田
中  

悠
子

小
林  

順
子

と
が
し  

ろ
う

柳
橋

 

真

特設展示
「和紙のコーナー」

紙資料と雪資料もあります

「
岡
山
村
史
」
の
寄
贈
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

図
書
館
ニ
ュ
ー
ス
６
月
号
に
寄

贈
の
お
願
い
を
し
ま
し
た
と
こ
ろ

２
冊
寄
贈
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
貴
重
な
資
料
で

す
の
で
大
切
に
所
蔵
し
ま
す
。

　
な
お
、引
き
続
き
「
太
田
村
誌
」

の
寄
贈
が
可
能
な
方
が
お
り
ま
し

た
ら
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
紙
資
料
コ
ー
ナ
ー
の
書

籍
は
貴
重
な
資
料
の
た
め
館
内
で

の
閲
覧
の
み
で
貸
出
し
は
で
き
ま

せ
ん
の
で
ご
了
承
を
お
願
い
し
ま

す
。

を
お
願
い
し
ま
す
。


